
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元気アップみのり 2020 年 ( 令和２年 )  
秋 の 号 

 
｢

芸
術
の
秋｣

｢

読
書
の
秋｣

｢

ス
ポ
ー
ツ
の
秋｣

な
ど
一
般

に｢

秋｣

の
字
は｢

ア
キ｣

と
読
み
ま
す
が
、｢

決
戦
の
秋｣

と

書
く
場
合
は｢

ト
キ｣

と
読
み
ま
す
。「
危
急
存
亡
の
秋
」
も 

 

同
じ
で
す
。
中
国
の
故
事
に
因
ん
で
い
て
、
何
か
重
大
な

瀬
戸
際
の｢

時｣

は｢

秋｣

の
字
を
用
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。 

今
年
の
秋
は
、
ア
メ
リ
カ
国
民
や
大
阪
市
民
に
と
っ
て

は
正
に｢
決
戦
の
秋｣

だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
と
も
に
世
論

を
二
分
し
た
激
し
い
競
り
合
い
に
私
た
ち
ま
で
ハ
ラ
ハ
ラ

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
の
第
３
波
を

め
ぐ
っ
て
感
染
防
止
か
、
経
済
復
興
か
、
と
非
常
に
む
ず 

か
し
い
選
択
が
問
わ
れ
て 

い
ま
す
。
ま
さ
か
国
民
投 

票
と
い
う
わ
け
に
も
行
か 

ず
、
政
府
も
慎
重
な
構
え 

を
崩
し
て
い
ま
せ
ん
。 

 

結
局
め
い
め
い
自
分
が 

最
善
と
思
う｢

自
助｣

を
行 

な
う
し
か
な
く
、
作
業
所 

と
し
て
も
出
来
る
限
り
の 

自
衛
策
は
講
じ
る
つ
も
り 

で
す
。
今
ま
さ
に
「
試
練 

の
秋
」
と
言
え
ま
す
。 

｢

秋｣

と
書
い
て｢

ト
キ｣

と
読
む｢

時｣
 

… 
 

 
 
   

 

神
戸
や
ま
ぶ
き
財
団
の
助
成
金
で
、 

軽
四
の
納
品
車
を
新
調
し
ま
す
！

 

。 
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コロナ禍を避けて相生湾に停泊していた“ぱしふぃっく･

びーなす号”。 先日､クリスマスクルーズに向けてしずか

に出航して行きました。 

 

伊
勢
製
菓
の
受
託
業
務
の
た
め
当

作
業
所
は
軽
四
の
バ
ン
を
使
い
一
日

４
～
５
回
工
場
と
の
間
を
往
復
し
て

い
ま
す
。
保
管
ス
ペ
ー
ス
や
道
路
事

情
も
あ
り
、
ど
う
し
て
も
小
型
車
で

の
コ
マ
メ
な
配
送
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
納
入
先
の
工
場
は
車
で
５
～
６

分
の
所
で
す
が
多
頻
度
の
往
復
は
結

構
大
変
で
す
。
さ
ら
に
以
前
は
、
廃
品

回
収
に
も
軽
四
を
使
っ
て
ま
し
た
。 

 

そ
れ
に
先
立
つ
２
月
９
日
に
は
、

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
相
生
教
会
創
立

百
周
年
の
記
念
式
典
が
行
な
わ
れ
、

式 

こ
の
激
務
に
耐
え
て
来
た
の
が
現
在

の
ホ
ン
ダ
車
で
平
成
18

年
製
で
す
。
さ
す

が
に
あ
ち
こ
ち
ガ
タ
が
来
て
い
ま
し
た

の
で
買
い
替
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
こ
の
度
も
お
世
話
に
な
っ
た

の
が
神
戸
や
ま
ぶ
き
財
団(

註
参
照)

で
す
。

同
財
団
に
は
以
前
も
送
迎
の
ワ
ゴ
ン
車

や
メ
ー
ル
便
の
電
動
自
転
車
も
助
成
い

た
だ
い
て
お
り
本
当
に
感
謝
で
す
。
た
だ

コ
ロ
ナ
の
せ
い
か
納
車
ま
で
２
ケ
月
も

か
か
る
と
か
。
し
ば
し
お
待
ち
を
！ 

 
 

 

 

 

今度の新車はスズキ・エブリィ-です！ 

ち
な 

と
き 

と
き 

【註】神戸やまぶき財団…医療機器メーカーシスメ

ックスや音響機器メーカーＴＯＡ創業家の中谷忠子

氏からの出捐金により 2012 年に設立された公益財

団法人で、障害者をはじめ要保護児童、難病の小児

患者及びその家族をサポートする施設・団体に対す

る支援を目的としている。事務所は神戸市の元町に

あり、播州信用金庫の理事長でもある和田長平氏が

理事長をしている。2019 年度の助成金支給実績は

212 団体 374,940 千円とのこと。(Ｈ.Ｐ.等より) 
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９月 18 日､今年度上期の運営委員会が例年通り､理事 

長と理事１名､職員 ３名､利用者 ２名に､相生市社会福 

祉課､赤穂健康福祉事務所､相談支援事業所みどり から 

３名の委員をお招きして､計 10 名の出席で開催されま 

した。４月に社会福祉課に赴任された初参加の木下係 

長からごあいさつをいただき､各々の自己紹介のあと 

作業所長から報告があり、前期については､近年にな 

い好決算になったこと､利用者工賃も平均月収と時間 

当りの金額の両方で､兵庫県の平均値をはじめて越え 

たこと､等が語られました。今期についてはコロナ禍 

でパン販売を自粛するなど苦しいスタートとなり､６ 

月の総会では減収･減益を覚悟して緊縮予算を組んだ 

ところ､持続化給付金のおかげで名目上は想定外の黒 

字になっていること､しかし夏以降は退所者が続いた 

り受託事業の受注が減少するなど､コロナの間接的影 

響と思われる現象が出ている､などが話されました。 

相生市からは､秋の恒例行事は中止しても例年各施 

設に作ってもらっているクッキー等は､今年も購入し 

て関係先に配りたい､との話があった他、コロナ禍で 

の赤穂保健所の対応についての話や､利用者から日頃 

の思い､などの発言がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 夏苅先生をご存知の方は多いと思い 

ます。先生は統合失調症のお母様と暮 

され、ご自身も自殺未遂を経験された 

という経歴をお持ちで、専門家として、 

家族として、また当事者として、様々な立場からの

お話には、これ迄も多くの患者や家族の方々の共感

を呼んで来ました。一昨年には患者と家族 6,200 人

を対象に全国調査をされ(【註】)その概要が新聞紙上

で報道され話題になりました。今回､その夏苅先生の

講演が､中･西播磨精神保健福祉連絡協議会等の主催

によってオンラインで開催されたのです。自宅での

受講の他､中･西播磨７会場でスクリーンを見ながら

の受講も可能と知り､当作業所関係者５名が相生福

祉会館で受講しました。他会場から出た質問にやさ

しくお答えになられた際の夏苅先生の表情がとても

印象的でした。(【註】 http://natsukari.jp/result/参照) 

   
令和２年度上期、元気アップみのり 
運営委員会を開催しました！ 

 

｢施設外支援｣として利用者の一人
が喫茶店で職場体験の実習に！ 

 福祉作業所は働くことで収入を得る場であるとと

もに､一般就労へ向けての訓練の場でもあります。し

かし就労や訓練の場としては､何も作業所内に限る必

要はなく、最近は｢施設外就労｣や｢施設外支援｣を採り

入れる所がふえています。このたび当作業所でも､利

用者本人の希望と事業所様の暖かい理解もあって｢施

設外支援｣に取り組むことになりました。 

               昨年､特別支援学校 

             から入所したＭ君は 

             は 月末より山手の 

                ある喫茶店に見習い 

               として毎朝お店に直 

               行しています。朝ま 

               ずやることは庭掃除 

時折､窓磨きも。豆の紙袋に店のゴム印を押すことも 

。最近になってコーヒーの淹れ方を手ほどきしてもら

ったとか。実習なので工賃はありませんが､まだ社会

経験の乏しいＭ君は多くの実体験を積む方が将来の

ためになると思います。実習時間は昼まで､午後は作

業所に来てメール便配達 

をします。契約はひと月 

毎の更新で最長半年くら 

いを見込んでいます。 

カフェのマスターにな 

る夢を抱きながら、貴重 

な機会をぜひ活かしても 

らいたいものです。 

 
月８日､夏苅郁子先生の講演｢人は人

を浴びて人になる｣をオンラインで受講！ 

い 

  

なつかり いくこ 

 
夏苅郁子先生 

11  

10 

 自家焙煎の本格珈琲のお店です 

 
今秋のバザー出店は赤穂で２件！ 

  消費回復は“未 だ し の 感 が …” 
ま 

 コロナ影響で秋のイベントは多くが中止となりまし

たが､ 月   日イオン赤穂では今年もウィズｉｎ

西はりま主催の共同販売会が ８事業所の参加で開かれ

私たちもシフォンケーキを出品しました。しかし例年

に比べ客足は鈍く､多くの売れ残りが出ました。また 

 月 日には赤穂の駅ビル｢プラット赤穂｣でもウィズ

ｉｎ西はりまが再度 事業所で販売会を開きました。

折から｢鬼滅の刃｣を放映中の赤穂シネマから客が流れ

てくるのを待ったので 

すが期待外れに… 

 

10 13～14 

10 31 

6 

 閑散としたプラット赤穂の販売会場 

 

 後編 
記集 

 

我慢の３連休の     

 後は､平年並み 

の寒さが戻って 

来るそうです。皆さまくれぐ

れもご用心ください！ 

が続いて妙で 

すね。をいか 

がお過ごしになりましたか？ 

http://natsukari.jp/result/

